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χ2検定（対応のない場合）の計算式

神奈川 東京 合計

はい a c a+c
いいえ b d b+d
合計 a+b c+d a+b+c+d
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２×２表では、度数が少ないとき（ ５以下が一つでもあれば）、
Yatesの修正（連続修正）を使う。
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手順（２） χ２検定 

① 帰無仮説：神奈川と東京で花粉症の  発生率（割合） は同じ（２地区と花粉症発生は関係ない）。 
② 検定統計量の計算：上記のクロス表の数値を元に計算する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

χ２分布表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 頻度 
 
                                 χ２ 
                          3.84 
 
 ③ 判断： 
   χ２値＜3.84 の場合、帰無仮説採択（○）、有意差なし 
   χ２値＞3.84 の場合、帰無仮説棄却（×）、有意差あり 
   注意：有意確率 p の判断の仕方と違う。 

  有意確率 p ＞0.05 の場合、帰無仮説採択（○）、有意差なし 
   有意確率 p ＜0.05 の場合、帰無仮説棄却（×）、有意差あり 

④ 結論：  χ２＝0.1575＜3.84 なので有意差なし。 
神奈川と東京で花粉症の発生率は同じ。 

※ 発生率が違う場合、どちらが多いかは割合（％）で見る。 
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このχ２は 
自由度が、（項目数－1）×（項目数－1）
のχ２分布に従う。 

自由度 0.9 0.8 0.7 0.5 0.3 0.2 0.1 0.05 0.02 0.01 0.001

1 0.02 0.06 0.15 0.46 1.07 1.64 2.71 3.84 5.41 6.63 10.83
2 0.21 0.45 0.71 1.39 2.41 3.22 4.61 5.99 7.82 9.21 13.82
3 0.58 1.01 1.42 2.37 3.66 4.64 6.25 7.81 9.84 11.34 16.27
4 1.06 1.65 2.19 3.36 4.88 5.99 7.78 9.49 11.67 13.28 18.47
5 1.61 2.34 3 4.35 6.06 7.29 9.24 11.07 13.39 15.09 20.52
6 2.2 3.07 3.83 5.35 7.23 8.56 10.64 12.59 15.03 16.81 22.46
7 2.83 3.82 4.67 6.35 8.38 9.8 12.02 14.07 16.62 18.48 24.32
8 3.49 4.59 5.53 7.34 9.52 11.03 13.36 15.51 18.17 20.09 26.12
9 4.17 5.38 6.39 8.34 10.66 12.24 14.68 16.92 19.68 21.67 27.88
10 4.87 6.18 7.27 9.34 11.78 13.44 15.99 18.31 21.16 23.21 29.59
11 5.58 6.99 8.15 10.34 12.9 14.63 17.28 19.68 22.62 24.72 31.26
12 6.3 7.81 9.03 11.34 14.01 15.81 18.55 21.03 24.05 26.22 32.91

以下略

有意確率

分布の x 軸の値でみる。

分布の面積（％）でみる。 

χ２値 p =0.05 の値 
（自由度＝１） 

分母を修正しています 


